
ＪＡＦ公認競技会 

ＳＯＮＩＣサーキットトライアル （Ａライ講習付） 

特 別 規 則 書 
《公 示》 

本競技会は JAF 公認のもとに、ＦＩＡ国際モータースポーツ競技規則及びその付則に準拠した日本自動車連盟(JAF) 

の国内競技規則及びスピード行事競技開催規定とその細則及び、本競技会特別規則に従って地方競技として開催される。 

第 １条 競技会名称 

     ＳＯＮＩＣサーキットトライアル  （Ａライ講習付） 

第 ２条 競技種目 

     サーキットトライアル競技   JAF 公認：地方競技 

第 ３条 オーガナイザー 

     ソニックレーシング (RT.SONIC) 

     〒410-0317 静岡県沼津市石川３５９－７ 

     ＴＥＬ０５５－９６７－８８７８  ＦＡＸ０５５－９６７－８８５８ 

第 ４条 競 技 役 員 

競技長・・・・・栗田 吉晴                   コース委員長・・井上 大輔              

技術委員長・・・井上 大輔                  計時委員長・・・栗田 吉晴 

  救急委員長・・・栗田 吉晴                                    事務局長・・・・青木 千寿子 

第 ５条 開催日時 及び 開催場所  

   2022 年    No.1 4 月 16日（土）    No.2  10 月 15日（土）        

富士スピードウェイ（レーシングコース） 

第 ６条 公式通知 

  １）本大会特別規則に記載されていない競技運営に関する実施細則及び指示事項は、公式通知によって示される。 

  ２）本規則及び競技に関する細則の解釈に疑義が生じた場合は、審査委員会の決定を最終とする。 

  ３）本規則は参加受付と同時に実施する。 

第 ７条 参加資格  

１） 競技運転者は 2022年度の有効な国内Ｂライセンスの所持者とする。 

２）20 歳未満は親権者の承諾書が必要とする。 

第 ８条 参加車両 及び 補足規定  

１）本競技会に参加できる車両は、2022 年国内競技車両規則、第３編スピード車両規定に適合した、第７章Ｂ車両規定

に適合した車両とする。 

２）参加者はオーガナイザーが指定したゼッケン及びステッカー等を貼付しなければならない。 

第 ９条 服装 

１）競技中はヘルメット（注１）安全ベルト（注２）を正しく着用し、窓（ドライバー側）サンルーフ等は全閉とする。 

注１ヘルメットはＪＡＦ国内競技車両規則・付則の「スピード行事競技ヘルメットに関する指導要綱」に従ったヘ

ルメットを使用すること。 

注２安全ベルトは３点式以上とし、４点式以上は国内競技車両規則の付則「安全ベルトに関する指導要綱」に従っ

て取り付けること。 

２）競技中の服装は耐火炎製の、レーシングスーツ、レーシンググローブ、レーシングシューズ、の着用が望ましいが、

長袖、長ズボン、運動靴でもよい。（グローブは必着、軍手等は不可） 

第１０条 クラス区分 

     F-Ａクラス：同日開催のＡライセンス講習会に参加される方限定のＢ車両。気筒容積（排気量）によるクラス区分は

ありません。（Ｂライセンス必要） 

第１１条 参加申込み 及び 参加料  

    １）参加申込は次の方法とする。 

①H/P よりの WEB 参加申込フォームによる申込み 

   WEB より必要事項を漏れなく記入し申し込みして頂きます、 

こちらよりお送りするメールの返信内容をご確認後、参加料を銀行振込にてお支払いいただきます。 

（参加料と申込書が揃った時点で正式受理となります） 

２）参加申込先 

ソニックレーシング事務局 

〒410-0317 静岡県沼津市石川 359-7 TEL:055－967－8878 FAX:055－967－8858  

    ３）振込先 

◎PayPay 銀行 本店営業部（００１） 口座（普通）５０４８０８０   ソニックレーシング（クリタ ヨシハル） 

         ◎三菱東京ＵＦＪ 沼津支店（４６８） 口座（普通）００６９１６７ クリタ ヨシハル 

① 参加申込締め切りは各開催日１週間前必着とする。（但し受付台数を持たした場合はその限りではない） 

② 参加料 １１０００円（税込み） 

③ 参加受理書発送後の参加取り消しは、参加料は返還されない。（Ａライ講習会も同様に実施） 

④ オーガナイザーは理由を明示せず参加拒否をする権限を有する。申込を受け付けられない場合は返送料及び事

務手数料１５００円を差し引いた金額を返還する。 

 



 

 

第１２条 車両検査 

１）ゼッケン及びステッカーを指定された位置に貼付すること。 

２）車両検査を受けない車両及び、その結果が不適当と判断された車両は出走することが出来ない。 

３）競技終了後、再車検を行う場合がある。尚、その場合に掛かる費用は全て参加者の負担とする。 

（正式結果が出るまでは、車両保管に付きいかなる箇所も触れる事を禁ずる） 

４）車両検査及び再車両検査を拒否した場合は失格とする。 

第１３条 車両交換 

     正式受理後には原則として車両変更は認められないが、やむを得ない理由がある場合、参加確認受付終了までに新た

な車両申告書を事務局に堤出し、競技会審査委員会の承認を受けなければならない。 

第１４条 競技内容並びに順位決定  

      １） ドライバ－ズブリ－フィング後、タイムスケジュ－ルに従い行なう｡ 

        ２）コ－スを１５分×１回走行して走行タイムの短い方で順位を決定する｡但し、同タイムの場合は、 

①排気量の小さい順。②競技会審査委員会の決定による。 

    ３）ゴールライン通過の瞬間にチェッカー旗が振られ競技は終了する。 

第１５条 計時 

１） 計測方法は光電管を使用する。尚、1000 分の 1 まで計測する 

第１６条 信号合図 

     国際モ－タ－スポ－ツ競技規則付則Ｈ項に準拠して行なう｡ 旗信号の意味は下記の通り｡ 

    １．競技長（或いはその代理人）によって、メインポストに於て使用される旗信号 ６本 

     ａ）国旗叉は、クラブ旗：スタ－ト。 

     ｂ）チェッカ－フラッグ：競技終了｡（終了後は追越禁止） 

     ｃ）赤旗：レ－ス競技の中止｡ドライバ－は直ちに速度を落し、ピットレ－ンに進行し、必要に応じて停車できる体制

を取る事｡追越禁止｡ 

     ｄ）黒旗：指示を受けたドライバ－は指定された場所に停止のこと｡ 
    ｅ）オレンジ色の円形の有る黒旗：車両に機械的な欠陥があり、指定された場所に停止する事。 

     ｆ）黒と白の斜めに２分割された旗：スポ－ツ精神に反する行為の警告｡ 

    ２．マ－シャルポストで使用される旗信号 ６本 

     ａ）赤旗：レ－ス競技の中止。 

     ｂ）黄旗：危険箇所所有り速度落とせ｡追越禁止｡ 

     ｃ）赤の縦縞のある黄旗：路面が滑りやすい｡ 

     ｄ）青旗：他の競技者が接近し追越を行なおうとしている｡ 

     ｅ）白旗：低速車両が走行｡ 

     ｆ）緑旗：コ－スクリア・追越解除。  

第１７条 賞典  入賞は６位までとする。 

１） １位～３位 ＪＡＦメダル・クリスタルグラス・副賞      ２）４位～６位 クリスタルグラス・副賞 

第１８条 損害の補償 

１） 参加者は、参加車両及びその付属品の破損、紛失盗難等の場合、または会場の器物を破損した場合、理由の如何に

関わらず、責任を各自が負わなければならない。 

２） 参加者及び関係者が会場施設、器物の破損汚損、他の車両への損害を与えた場合は、理由の如何に関わらず加害者

が責任を負うものとする。 

３） オーガナイザー、競技役員、係員、コース所有者には、いかなる損害の賠償であっても、請求することが出来ない。 

第１９条 抗議 

２） 参加者は本特別規則に規定する以外で、自分が不当に処遇されていると判断する場合には、抗議することが出来る。

その場合、国内競技規則に定める抗議の制限時間内に抗議を堤出する。但し、審判員の判定、使用コース、計時装

置に関する抗議は認めない。 

３） 抗議は文書で行い、抗議料２０９００円を添えて競技長に堤出する。 

４） 抗議が正当と判断された場合にのみ抗議料は返還され、それ以外は没収される。 

第２０条 競技会の延期または中止 

１） 万一、保安上または不可抗力による事情が生じた場合、競技会審査委員会の決定により競技の延期、または中止、

または競技回数を短縮することが出来る。 

２） 競技会の延期または中止の場合には、事務手数料１５００円を差し引いて参加料は返還される。 

第２１条 本規則の解釈 

     本規則及び本大会の競技に関する諸規則や公式通知の解釈に疑義が生じた場合には、競技会審査委員会の決定を最終

的なものとする。 

第２２条 本規則の施行 

     本規則は参加受付と同時に施行する。 

２０２２年 １月 １日                        ソニックレーシング組織委員会 


